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基本理念

有限会社高野水道工務店　は、
地域に住む人たちの快適さの向上と、地域環境の保全とその継承の重要性を認識し、
建設業としての事業活動を通して、環境負荷の低減、持続可能な循環型社会の構築に
貢献します。
次の基本方針に基づき環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動を推進して、地域の環境保全に貢献する企業を
目指します。

基本方針

環境関連法規及び条例等を遵守し、環境保全に努めます。

環境経営の継続的改善の実施を誓約します。

工事車両・重機・一般車両の燃料使用量の削減及び電力使用量の節電に努め、
二酸化炭素排出量の削減に努めます。

倉庫･事務所及び建設現場における節水に努めます。

地域社会貢献の為、清掃美化活動等に参加し地域との協調を図ります。

資材（再生生コン・再生砕石等）及び事務用品のグリーン購入製品の調達に取組みます。

整理整頓、清掃を行い事務所、各現場からの廃棄物の発生を抑制し
環境の改善と予防に努めます。

創意工夫や技術提案等の効率的施行・環境に配慮した工事の実施を誓約します。

工事現場において、騒音・振動・粉塵を考慮した施工に取組みます。

従業員には環境保全に対しての教育を行い意識向上に努め、
協力業者には取り組みへの協力を要請します。

制定日 2018年9月1日
改訂日 2021年9月1日

静岡県　富士宮市半野141番地
有限会社　高野水道工務店
代表取締役　高野栄治
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１．環境経営方針



有限会社　高野水道工務店

代表取締役　　高野栄治

本社 〒418-0106

静岡県富士宮市半野141番地

ＴＥＬ （0544）54-0176

ＦＡＸ （0544）54-2076

メールアドレス takano-t@ai.tnc.ne.jp

資材置場 静岡県富士宮市半野36-4

資本金 300万円

会社経歴 昭和 25 年 11 月 高野工務店　創業

平成 2 年 9 月 有限会社　高野水道工務店　設立

令和 5 年 9 月 現在に至る

環境管理責任者 高野　栄治

連絡担当者 今枝　千重美 ＴＥＬ（0544）54-0176

従業員数 7 名

事業規模 2018 2019 2020 2021 2022

工事件数（件） 331 304 416 376 499

売上（万円） 8595 10417 14050 9176 10570

人数（人） 7 7 7 7 7

床面積（ｍ2） 49.58 49.58 49.58 49.58 49.58

資材置場面積（ｍ2） 500 500 500 500 500

業務内容 一般建設業許可　静岡県知事許可(般3第6256号）R3.10.25～R8.10.24

土木工事業

とび・土工工事業

石工事業

管工事業

鋼構造物工事業

舗装工事業

水道施設工事業

解体工事業

富士宮市・富士市・沼津市・御殿場市　水道事業指定給水装置工事事業者

産業廃棄物収集運搬業　（第02201171103号　H28.）R5.3.26～R10.3.25

自社運搬のみ実施

対象範囲 全組織・全活動・全従業員を対象範囲とする。
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2.会社概要

2017
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6.環境上の緊急事態の統括

2.環境への負荷及び取組への自己チェック

3.環境関連法規等の取りまとめ、遵守状況確認

4.環境経営目標及び環境経営計画の策定

5.環境活動の実施体制の構築

6.環境活動の実施と運用の手順書の作成

7.環境上の緊急事態の対応手順書の作成、訓練の実施

8.環境関連の内部、外部コミュニケーションの実施

9.問題点の是正・予防処置の指示、改善・見直しの処置

10.環境活動の取組状況の確認、環境経営目標の達成状況の評価

11.環境関連文書及び記録の作成、管理

12.環境活動の取組結果を代表取締役へ報告

13.環境経営レポートの作成

14.教育・訓練計画の策定と実施

2.教育・訓練計画の策定と実施

3.環境関連の外部コミュニケーションの窓口

4.環境関連文書及び記録の作成、管理

1.事務所における環境経営計画の実施

2.事務所における環境経営方針の周知

3.事務所に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

4.事務所における問題点の発見、是正、予防処置の実施

1.工事部における環境経営計画の実施

2.工事部における環境経営方針の周知

3.工事部に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

4.工事部における問題点の発見、是正、予防処置の実施

5.環境上の緊急事態の対応訓練推進

1.当社の環境経営方針の周知及び環境活動への協力

2.教育・訓練への参加

㈲高野水道工務店
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３．環境活動の実施体制
2021年9月01日

代表取締役
高野栄治

環境管理責任者 ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局
高野栄治 今枝千重美

総務部 工事部
高野せつ子 高野栄治
高野奈生

現場部門
下請業者

高野英之

ｴｺｱｸｼｮﾝ21推進役職 役割・責任・権限

代表取締役
高野栄治

1.環境経営方針の策定

2.環境活動の定期的な見直し・評価

3.資源の準備

4.ｴｺｱｸｼｮﾝ21に関する全ての責任と運用についての権限をもつ

5.環境管理責任者の任命

7.経営における課題とチャンスの明確化

職人・下請業者

環境管理責任者
高野栄治

1.ｴｺｱｸｼｮﾝ21ｼｽﾃﾑの確立・実施推進

ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局
今枝千重美

1.環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況確認

総務部
高野せつ子

工事部
高野英之



R2（2020） R3（2021） R4（2022） R5（2023）
R2.9～R3.8 R3.9～R4.8 R4.9～R5.8 R5.9～R6.8

基準値
目標値①

（基準値-0.5％）
目標値②

（基準値-1.0％）
目標値③

（基準値-1.5％）

電気使用量 14088.00 14017.56 13947.12 13876.68

二酸化炭素排出量 58873.72 58579.35 58284.98 57990.61

ガソリン使用量 8580.80 8537.90 8494.99 8452.09

軽油使用量 12089.00 12028.56 11968.11 11907.67

灯油使用量 526.00 523.37 520.74 518.11

一般廃棄物 394.00 392.03 390.06 388.09

産業廃棄物再生資源化率
95％を目指す

95%以上 95%以上 95%以上 95%以上

産業廃棄物総排出量

水使用量 325.00 323.38 321.75 320.13

環境配慮施工 環境配慮施工 環境配慮施工 環境配慮施工 環境配慮施工

　※　二酸化炭素排出量係数は東京電力エナジーパートナー㈱の令和1年度の調整後排出係数（0.442ｋｇ-Co2/kwh)を使用しております。 4

　※　産業廃棄物排出量の削減は工事件数、工事内容により廃棄物
　が大きく左右されますので、再資源化率を目標としています。

※環境配慮施工とは、低騒音・低排ガス重機の使用、再生材料の使用、
　粉じん対策、工事前の事前連絡等実施。

　　※化学物質の使用しておりません。グリーン購入は目標には上げず活動のみとしています。

-

4．環境経営目標

ℓ

kg

％

㎥

※LPGについては年度により使用なし、また、使用しても少ないので
　全体の二酸化炭素排出量で見ています。

中期環境経営目標

単位

kwh

kg -Co2

ℓ

ℓ

ｋｇ



5．環境経営目標の実績 2022.9～2023.8

〇　・・・ 100％以上達成

△　・・・ 95％以上達成

×　・・・ 目標未達成

取組項目 目標値 実績 目標達成率 評価

電気使用量 13947.12 13357.00 104% 〇

ｶﾞｿﾘﾝ使用量 8494.99 7939.64 107% 〇

軽油使用量 11968.11 9102.53 131% 〇

灯油使用量 520.74 176.00 296% 〇

水使用量 321.75 271.00 119% 〇

一般廃棄物削減 390.06 493.30 79% ×

産廃再資源化率 95%以上 99.08% 104% 〇

二酸化炭素排出量 58284.98 48246.53 121% 〇

環境配慮施工 環境配慮施工 環境配慮施工 100% 〇
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解体工事業
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仕事が少なかった為か、

燃料の使用量は前年

度より若干減っている。

燃料価格が高騰してい

るため、使用量を更に

抑えたい。

アイドリングストップ等

は心掛けている。
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いる。作業現場や、休

憩室のｽﾄｰﾌﾞに使用し

ていたが、仕事量の減

や温暖化等が原因と

思われる。現在は、休

憩室でのみ使用してい

る。
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後は資料の電子化を

進めて行きたい。

水使用量

漏水があった前年度と比

較すると大きく減っている

ように見えるが、前々年度

より徐々に減ってきている。

今後も、気を付けていきた

い。

二酸化炭素

排出量

仕事量によって排出量は

左右されるが、全員の環境

意識の向上により少しずつ

減少してきている。更に環

境意識を高め取組んで行

きたい。



（1）違反・訴訟等

環境関連法規等への違反、訴訟はありませんでした。また、関係機関からの指摘もありませんでした。

今後も法令・条例等を遵守しながら事業活動・環境活動に勤めて行きます。

（2）適用される主な環境関連法規

登録日 2018.9.1

評価日 2023.8.31

第12条の2 ○

第12条の5 〇

第12条の3 ○

第12条の3 ○

第12条の3 ○

第12条の3 ○

第8条 〇

第10条 ○

第5条 〇

解体工事-床面積合計80㎡以上

第9条 新築・増築工事-床面積合計500㎡以上 ○

（建設工事に係る資材の再資源化等 第10条 発注者に工事計画などを説明し工事着手7日前迄に届出を提出 ○

に関する法律） 第12条 ○

第16条 ○

第18条 〇

騒音規制法 第14条 〇

第15条 〇

振動規制法 第14条 〇

第15条 〇

第10条 ○

第5条 〇

第7条 〇

第11条 〇

第16条 簡易点検の実施（3ヵ月に1回以上）

①企業・法人の管理者が確認

第41条 取組期間該当
無

第3条の1 ○

第26条第1項 〇

第26条第2項 〇

水道法 第25条の2 給水装置工事主任技術者 〇

下水道法 第22条 技術士、第一種技術検定等 〇

第77条 ○

第32条 ○

第47条の2 ○

第48条 ○
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特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の尊守（指定地域・時間帯規制）

設置後の水質検査の実施 設置3ヶ月経過した日から5カ月の間

①自身での「簡易点検（3ヶ月に1回以上）」実施
○

主任技術者の設置

対象建設工事の元請業者による発注者への特定建
設資材廃棄物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告

浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施

浄化槽法 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出

指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（1回/年）

特定建設作業の実施の届出

特定施設の届出改善勧告及び改善命令

ﾊﾞｯｸﾎｳ（原動機定格出力80ｋｗ以上）を使用する作業

規制基準の尊守（指定地域・時間帯規制）

特定建設作業の実施の届出 岩石ハツリ掘削機を使用する作業

法律・条例・規則 要求事項・責務 条項 具体的確認内容

建設業者の責務 分別の励行、ﾘｻｲｸﾙの推進

対象建設工事の発注者の届出

対象建設工事受注者の分別解体等の実施

その他の工作物に関する工事（土木工事等-請負大金額500万円以上）

対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明

対象建設工事受注者の再資源化の実施

道路使用の許可 道路工事又は作業を行う場合の許可

評価

（委託先が優良認定業者であるときは免除）

6月30日迄に許可権者（県）へ報告（電ﾏﾆは分は猶予）

廃棄物処理法

廃棄物保管場所への掲示板の設置 掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上の大きさ）

マニフェストの交付 A票（委託時、電子ﾏﾆｭﾌｪｽﾄは3日以内）

マニフェストの保管

産業廃棄物管理票交付等状況報告

A票～E票：5年間

マニフェストの期間内返却の確認

処理業者との委託契約 契約書の締結及び保存

Ｂ2及びＤ票：90日以内、E票：180日以内

静岡県産業廃棄物の適正な
処理に関する条例

産業廃棄物管理責任者の設置 資格は問わない

実地確認の実施と記録保存 処分委託先の年1回の実地確認と記録作成5年間保存

建設リサイクル法

フロン排出抑制法 冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象

第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務 製品管理者のﾌﾛﾝ類回収業者へのﾌﾛﾝ類の引渡義務

指定給水工事装置事業者の指定

設計者等の資格

道路運搬車両法 日常点検整備 10.環境活動の取組状況の確認、環境経営目標の達成状況の評価

定期点検整備 自家用車の点検

建設業法 国土交通大臣に対する一般建設業の許可の申請

監理技術者の設置

道路法 道路占用の許可 継続して道路を使用する場合の許可

道路交通法

6.環境関連法規等の取りまとめ表/遵守記録、違反・訴訟の有無



7．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
活動期間　2022年　9月 ～ 2023年　8月

1）電気燃料使用量の削減 作成日
評価 次期対応

冷房27℃、暖房21℃に設定する。 気を付けたい △ 継続
トイレ、倉庫、休憩室の未使用時は消灯する。 良好でした 〇 継続
昼休憩中時事務所の節電。 良好でした 〇 継続
パソコン、プリンター、コピー機等OA機器の節電。LED蛍光灯器具への取替。事務所照明のLED化 〇 継続
車両、重機の待機時は、アイドリングストップ等の環境に配慮して運転する。 徹底できました 〇 継続
重機は排ガス対策型低騒音機械を使用する 良好でした 〇 継続
建設機械については、工程を考えて使用機械の頻度を下げて効率よく使用。事務所　いずれ休憩室と倉庫を 〇 継続
急発進、急停車等の禁止 徹底できました 〇 継続
リフトアイドリングストップ及び省エネ運転実施 徹底している 〇 継続

2）廃棄物排出量の削減
評価 次期対応

事務所等で発生する一般廃棄物は町内会のｺﾞﾐ置場に分別して処理する。 良好でした ◎ 継続
雑紙、古紙、段ボールは近隣の小中学校の古紙回収へ 良好でした ◎ 継続
現場から排出されたｱｽﾌｧﾙﾄ殻やｺﾝｸﾘｰﾄ殻は廃棄物収集業者で処理する。 徹底されている ◎ 継続
取外した鋼管や蛇口はﾘｻｲｸﾙ業者へ分別して処理する。 良好でした ◎ 継続

3）水使用量の削減
評価 次期対応

水道の蛇口に節水コマを取付ける 徹底できました 〇 継続
水道配管からの漏れを定期的に点検する。 良好でした 〇 継続

5）グリーン購買の推進
評価 次期対応

ﾌｧｲﾙ等の事務用品は出来るだけグリーン購入製品を選んで購入する。 洗剤等も詰替品使用 〇 継続
使い捨て商品ではなく、詰替え等利用して長期使える商品を選ぶ。 洗剤等も詰替品使用 〇 継続

6）コピー用紙の利用
評価 次期対応

コピー用紙は再生紙を使用する。 良好でした ◎ 継続
枚数の多い場合、両面ｺﾋﾟｰを行う。 良好でした ◎ 継続
裏紙を利用する。使用済み封筒も再利用する。 良好でした ◎ 継続

7）廃棄物処理の適正管理
評価 次期対応

産業廃棄物処理の適正管理（マニフェスト票） 徹底している ◎ 継続
産業廃棄物保管場所の管理 徹底している ◎ 継続

8）環境配慮施工
評価 次期対応

重機は排ガス低騒音型を使用する。 良好でした ◎ 継続
再生資材を使用する。 良好でした ◎ 継続

9）社会貢献
評価 次期対応

積雪時、会社及び資材置場周辺及び周辺道路の雪掻きを実施 雪掻きする程ではなかった - 継続

8．代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日

有限会社　高野水道工務店
代表取締役 高野栄治

9

　環境管理責任者等を配置し　従業員それぞれが環境への配慮を持てる様に取組んで5年目となります。
ＥA21に参加し　環境活動の大切さを学びながら　更にどのような心掛けが必要なのかを考えるようになりました。
燃料使用量に関して、工事現場迄の距離や仕事量によって増減が激しくなってしまうことは予想されますが燃料
価格の高騰による支出増加の為、更なるテーマを持って遂行しなければいけないと考えています。今後も　全従
業員にて一層のエコ活動の推進を図ると共に　環境に配慮した施工を積極的に展開して参ります。
・全体の評価と見直しの結果、環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画、実施体制について変更の必要
性はないことを指示する。

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

2023年9月7日

2023年9月30日

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容



平均 平均 平均
計 計 計

前年 1124 1070 1087 1034.3 1183 1282 1351 1154.8 1071 1255 1076 1132.8 1079 977 1061 13616

実績 1121 977 1005 3103 1163 1299 1364 6929 1048 1153 1065 10195 1040 1030 1092 13357

前年 845.01 686.67 648.62 639.6 798.47 729.76 696.91 658.873 585.53 733.31 781.5 655.93 745.6 624.87 697.83 8574.1

実績 587.71 593.07 738.02 1,918.8 577.43 666.36 790.65 3,953.2 556.11 712.12 681.9 5,903.4 613.5 602.73 820.04 7939.6

前年 1137.3 767 1557.3 811.62 1268.1 809.5 953.1 898.94 369 803.91 771.01 818.41 697 952 1027.5 11113

実績 1001 491.87 942 2434.9 813.74 1327 818 5393.6 329.01 762.3 880.8 7365.7 404.3 531.49 801 9103

前年 0 0 140 46.67 0 220 322 29.33 0 0 0 19.56 0 0 0 682

実績 0 0 140 140 0 36 0 176 0 0 0 176 0 0 0 176

前年 0.06 0.03 0.04 0.05 0.04 0.03 0.03 0.04 0.03 0.09 0.08 0.03 0.05 0.04 0.03 0.54

実績 0.05 0.05 0.06 0.15 0.05 0.03 0.03 0.26 0.05 0.04 0.04 0.39 0.03 0.03 0.04 0.49

前年 115 54 34.00 51 25.83 39 60 25.22 49 368

実績 46 56 102 53 155 33 39 227 44 271

仕様書通り 仕様書通り 仕様書通り 仕様書通り

(低騒音型重機使用) (低騒音型重機使用) (低騒音型重機使用) (低騒音型重機使用)

(低排気ガス重機使用) (低排気ガス重機使用) (低排気ガス重機使用) (低排気ガス重機使用)

評価（是正）

電気使用量は昨年度と同
じ位で少し節約できてい
る。更に節約モードで気を
付けたい。

急激な気温低下により、ｴｱ
ｺﾝを昨年度より早期に使

用開始した。

環境目標管理表　（是正を含む） 令和4年（2022）

環境目標 取組内容 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計3月 4月 5月 6月 7月 8月

大きな現場が少ないから
か、節約できている。

仕事量に伴って増減してい
る

節約同様。気を緩めず節
約モードで気を付けたい。

電気料金の値上。7月～ｴ
ｱｺﾝ使用開始。午前中のみ
使用等節約で気を付けた

い。

ｶﾞｿﾘﾝ使用
量

営業車・機械の

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

評価（是正）
仕事量に伴って増減してい
る。

仕事量に伴って増減してい
る

ｶﾞｿﾘﾝの量は昨年に比べて
増加。

ガソリン価格の高騰。
仕事量に伴って増減してい

る。

電気使用量

空調管理の徹底

不要ヵ所消灯

すべて再利用可能

仕事量に伴って増減してい
る

価格の高騰。

灯油使用量

休憩室温度管理

発電機等使用管理

評価（是正） 昨年と同様に使用開始
数年に一度の急な気温低
下。

軽油使用量

営業車・機械の

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

評価（是正）

一般廃棄物量は減ってい
る。すべて再利用可能

全体的にみて、減ってい
る。

水使用量

こまめに止める

洗車時節水

評価（是正） 漏水はしていない様子。
昨年より使用量が少し多
い。漏水はしていない。

節約できている。

昨年度は漏水があり全体
の使用量が多くなっている
が、今年度は節約できたと

思う。

一般廃棄物

裏紙の利用、

ﾘｻｲｸﾙの徹底化

評価（是正）
一般廃棄物量は増えてい
る。すべて再利用可能

○

環境配慮
施工

評価（是正）

実績 土木工事 土木工事 土木工事 土木工事

○ ○ ○


